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  技術資料 
 

ARALDITE LY® 5052 / ARADURTM 5052 
 

 

低粘度、無溶剤、常温･中温硬化型積層用樹脂組成 

構造用ＦＲＰの製作に適す 

 

 

【用  途】 ・グライダー 

   ・ボート、カヤック、カヌー等 

   ・自動車車体の製作 

   ・スポーツ用品 

   ・型及び治具の製作、修理 

 

【加工法】  ・射出成形法 

   ・ハンドレイアップ法 

   ・フィラメント･ワインディッグ法 

   ・圧縮成形法 

 

【特  徴】     ・室温硬化により指触乾燥する。 

・強化繊維に対する速い含浸と濡れ性が良好 

・カーボン、アラミッド又はその他の特殊繊維のマトリックスとして最適 

・熱処理後、耐高温特性が得られる。 

 

【着  色】      ARALDITE LY 5052 / ARADUR 5052の積層用樹脂組成は、アラルダイト着色用
ペーストＤＷ０１１１～ＤＷ０１１７等を加えることにより着色する事が出来ます。 

 

 

 

＊ 本技術資料に記載のデータは全て代表値です。 
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【配合比】 

 

混合比 重量部 

樹脂 ARALDITE LY 5052  １００ 

硬化剤 ARADUR 5052 ３８ 

 

 

【樹脂およびハードナーの特性】 

 

製品名  ARALDITE LY 5052 ARADUR 5052 

室温における性状 液状 液状 

色相（ガードナー）  ≦３ ≦４ 

粘度（２５℃） ｍＰａｓ １,３００ ５０ 

比重（２５℃） ｇ／ｍｌ １．１７ ０．９４ 

エポキシ含有量 ａｅｑ／ｋｇ ６．８ ― 

アミン含有量 ａｅｑ／ｋｇ ― ９．８ 

活性水素当量 ａｅｑ／ｋｇ ― １９．６ 

引火点(ﾍﾟﾝｽｷｰﾏﾙﾃﾝ

ｽ) 

℃ １５０ １１５ 

 

 

【混合物初期粘度（ヘプラー）】 

 

温度 粘度（ｍＰａｓ） 

２５℃ ６５０ 

４０℃ ２３０ 
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【可使時間】 

 

試験法 温度（℃） 可使時間（分） 

２５℃ ２４０ テーカム 

（１００ｇ） ４０℃ ５０ 

１,５００mPas ５０* ２５℃ 

３,０００mPas １００* 

１,５００mPas ４０* 

イソサマール 

 （１５ｇ） 

４０℃ 

３,０００mPas ５０* 

深さ７０ｍｍビーカー中、２５０ｇ（２５℃） ７０ 

（＊）各温度において、所定の粘度に達するまでの時間 

 

 

【ゲル化時間】 

 

温度 ゲルタイム（分） 

４０℃ １６０ 

６０℃ ５０ 

８０℃ １７ 

１００℃ ４ 

１２０℃ ２ 
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【可使時間】＝ハンツマン・アドバンスト・マテリアルズ社目視法により測定 
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硬化条件、樹脂組成特性 

 

【耐熱性】 

 

硬化サイクル ガラス転移温度Ｔｇ 

（メトラー、ＤＴＡ）℃ 

２５℃ １日 ４８ 

２５℃ ２日 ５２ 

２５℃ ４日 ５８ 

２５℃ ７日 ６２ 

４０℃ １０時間 ７２ 

４０℃ ２０時間 ７６ 

５０℃ １０時間 ８２ 

５０℃ １５時間 ８５ 

６０℃ １０時間 ９６ 

６０℃ １５時間 ９９ 

８０℃ ２時間 １０９ 

８０℃ ８時間 １２０ 

１００℃ １時間 １２８ 

１００℃ ４時間 １３５ 

 

 

 

【引張り強度試験】（ＩＳＯ／Ｒ５２７） 

 

硬化サイクル ２５℃／７日 ８０℃／８時間 

引張り強度 ＭＰａ ７６ ７９ 

破断時伸び ％ ３．０ ６．５ 

弾性率 ＭＰａ ３,４００ ２,９００ 
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【吸水率】 

 

水温：２３℃（ＩＳ／Ｒ６２，ＤＩＮ５３４９５） 

硬化サイクル ２５℃／７日 ℃／８時間 

２３℃水中４日間浸漬後 ％ ０．４５ ０．４０ 

２３℃水中１０日間浸漬後 ％ ０．７５ ０．６５ 

 

水温：１００℃（ＩＳＯ／Ｒ１１７、ＤＩＮ５３４７１） 

硬化サイクル ２５℃／７日 ℃／８時間 

１００℃水中３０分浸漬後 ％ ０．５５ ０．４５ 

１００℃水中６０分浸漬後 ％ ０．７５ ０．６５ 

 

 

【ポアソン比】 

μ＝０．３５ 

 

 

【線膨張係数】（ＶＤＥ ０３０４、Ｔｅｉｌ １） 

 

硬化サイクル 有効限界 係数 

２５℃／  ７日間 ２０ － ５０℃ ９７Ｘ１０－６／Ｋ 

５０℃／１５時間 ２０ － ９０℃ ７１Ｘ１０－６／Ｋ 

８０℃／  ８時間 ２０－１２０℃ ７１Ｘ１０－６／Ｋ 
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【応力―歪図】（ＩＳＯ／Ｒ５２７） 

 

硬化：２５℃／７日 

      ８０℃／８時間 
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【温度に対するせん断弾性率G】 

（ＩＳＯ／Ｒ５３７，ＤＩＮ５３４４５，Ｚｗｉｃｋ Ｔｏｒｓｉｏｍａｔｉｃ） 
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【温度に対する弾性率】 

（セン断弾性率試験 ＤＩＮ５３４４５又はＩＳＯ／Ｒ５３７より算出した） 
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強化樹脂組成特性 

 

【曲げ試験】（ＩＳＯ１７８） 

試験に供した積層板： 厚さ：４ｍｍ 

    強化繊維：１６層、ガラス繊維９１７４５ 

 

硬化サイクル 

ガラス含有量 

 

％（P.W.） 

２５℃／７日間 

～６０ 

８０℃／８時間 

～６５ 

硬化後    

最大曲げ強度 ＭＰａ ４９６ ４８０ 

破断時表面歪 ％ ３．１ ２．９ 

弾性率 ＭＰａ １９,４００ １９,６００ 

２３℃水中１０日間浸漬後 

最大曲げ強度 ＭＰａ ４２３ ４３８ 

破断時表面歪 ％ ２．９ ２．９ 

弾性率 ＭＰａ １９,３００ １９,２５０ 

 

 

 

【層間セン断強度】（ＡＳＴＭ Ｄ－２３４４） 

試験に供した積層板：  厚さ：３．２ｍｍ 

    強化繊維：１２層、ガラス繊維 ９２１４６ 

 

硬化サイクル 

ガラス含有量 

 

％（P.W.） 

２５℃／７日間 

７６ 

８０℃／８時間 

７６ 

硬化後 ＭＰａ ５８ ６３ 

１００℃水中１０日間浸漬後 ＭＰａ ５７ ５９ 
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【引張り、圧縮およびり試験】 

ハンツマン・アドバンスト・マテリアルズ社ＴＣＴリグを使用して算定 

 

 ２５℃／７日間 

ＯＣＦ８５９ 

６０ 

８０℃／８時間 

ＯＣＦ８５９ 

６０ 

５０℃／１５時間 

ＯＣＦ８５９ 

６０ 

引張り強度試験    

セン断強度 ＭＰａ ３１ ４０ ４４ 

破断伸び ％ ０．１６ ０．２３ ０．２４ 

弾性率 ＭＰａ ２２、０００ １７、０００ １９、５００ 

ねじり強度    

セン断強度 ＭＰａ ５４ ― ６４ 

最大セン断角度 ％ ６ ― ５ 

セン断弾性率 ＭＰａ ４、８００ ― ４、５００ 

圧縮強度試験    

圧縮強度 ＭＰａ １１１ ― １２４ 

破断時圧縮荷重 ％ １．２ ― １．５ 

弾性率 ＭＰａ １４、０００ ― １３、５００ 
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【安全衛生】 

エポキシ樹脂もハードナーも化学製品です。法令で定められた、あるいは、一般

的に推奨されている安全衛生対策を取らなければなりません。取扱いの詳細につ

きましては、弊社小冊子「エポキシ樹脂及び関連製品の安全衛生」をご参照下さ

い。 

 

【安全対策】 

作業場での安全対策 

・作業員および手袋  必要 

・腕カバー   皮膚との接触の可能性がある場合推奨される。 

皮膚の保護 

・作業開始前   暴露される皮膚に保護クリームを塗る 

・洗浄後   保護クリーム又は栄養クリームを塗る 

 

汚染された皮膚の洗浄方法 吸湿性の紙で軽くふき取り、温水と中性石鹸 

           で洗浄して紙タオルで拭く。溶剤は使用しない。 

作業場の清潔の保持  作業台を淡色の紙で覆う。 

     使い捨ての容器を使用する等 

漏洩した場合の処理  おかくず等の吸収剤に吸収させ、プラスチッ 

     ク袋に入れごみ箱に保管 

換気 

・工場全体   １時間に３～５回換気する。 

・作業場   局所排気装置を設置する。 

     作業者は蒸気を吸わないようにする。 

 

【救急処置】 

樹脂、硬化剤又は注型混合物が目に入った場合、直ちに正常な流水で10～15分十

分洗浄して下さい。その後、医師にご相談下さい。 

皮膚に付着した場合、直ちにふき取り、水洗した後、洗浄クリームや栄養クリー

ムで処置して下さい。刺激性が強い場合や炎症がある場合には、医師にご相談下

さい。 

蒸気の吸入により、気分が悪くなった人は、屋外の新鮮な空気の所に直ちに運び

出して下さい。疑わしい場合には、必ず医師の援助を仰いで下さい。 
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【安全防護対策】 

ある種の合成樹脂を含めて多くの化学的物質は、敏感な人には皮膚刺激を起こす

原因となります。刺激は手や腕、まれに全身に炎症、腫脹、結節、膿疹のような

形となって現れます。 

作業場および貯蔵室の通風をよくし、作業ならびに作業衣を清潔にし、さらに樹

脂やハードナーを細心の注意をもって取り扱えば上述の皮膚刺激症の発生を防止

するのに一般的には十分であります。さらに付加的な手段として、作業場所の上

方に吸引フードを設置し、また作業台は常にきれいな紙で覆い、汚れたらいつで

も取り換えることが非常に有効であります。 

規則的に手、腕、顔を微温湯および石鹸（非アルカリ性）で洗い、紙か又は清潔

なタオルで乾燥するまでよく拭い、良質のハンドクリームの使用を防護策として

各作業場におすすめします。皮膚に飛沫がかかったら石鹸と微温湯か又は適当な

除去剤を用いて直ちに洗い去って下さい。ボロ切れや溶剤は絶対にこの目的に使

用すべきでは有りません。 

軽症の場合は、皮膚症状は一般に2～3日以内に消滅します。重症又は疑わしい場

合は医師の診察を受けて下さい。 

詳細については小冊子「エポキシ樹脂使用者のための安全衛生」を参照して下さ

い。ご要望があればお届け致します。 

 

 

 


